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【１】 右の図のように ,∠ＢＡＣ= 90°の直角三角形ＡＢＣの頂点Ａから辺ＢＣに垂線ＡＤを

　　引いたとき ,ΔＡＢＤ∽ΔＣＡＤとなることを証明しなさい。
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【２】 右の図のΔＡＢＣとΔＤＡＣが相似であることを証明しなさい。

　　 また , 線分ＡＤの長さを求めなさい。
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【３】 右の図のように , ある木から 20ｍ離れた地点Ｐから木の先端Ａを

　　見上げると , 角度は水平方向に対して 42°上になった。

　　ΔＡＢＣの縮図をかいて，木のおよその高さを求めなさい。

　　ただし , 目の高さを 1.5ｍとする。
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になる。この長さからＡＣのおよその長さを求めると,

目の高さ 1.5ｍを加えて ,

（木の高さ）= 18 + 1.5 = 19.5（ｍ）
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ＡＤ  = xとすると ,ＢＡ：ＡＤ= より,5：4 7：x 5：4=
5 x 28=
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ΔＡＢＤとΔＣＡＤで，

∠ＢＡＤ+ ∠ＣＡＤ= 90° … ①

∠ＢＡＤ+ ∠ＡＢＤ= 90° … ②

①,②より, ∠ＡＢＤ=∠ＣＡＤ… ③

仮定より, ∠ＡＤＢ=∠ＣＤＡ= 90°  … ④

③，④より，2組の角が等しいので，ΔＡＢＤ   ∽ΔＣＡＤ

ΔＡＢＣとΔＤＡＣで，

仮定より, ＢＣ：ＡＣ= 10：8  = 5：4 

　　　　  ＡＣ：ＤＣ= 8：6.4 = 5：4

よって, ＢＣ：ＡＣ = ＡＣ：ＤＣ… ①

共通な角だから, ∠ＡＣＢ=∠ＤＣＡ… ②

①，②より，

2組の辺の比とその間の角が

それぞれ等しいので，

ΔＡＢＣ  ∽ΔＤＡＣ

の縮図ΔＡ’Ｂ’Ｃ’をかくと，辺Ａ’Ｃ’の長さは約3.6㎝


